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一
　
著
書

ω
『
現
代
の
自
由
1
そ
の
思
想
史
的
考
察
－
』
　
評
論
杜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
四
年
六
月

ω
『
増
補
ジ
目
ン
・
回
ツ
ク
研
究
』
　
未
来
社
　
　
　
　
一
九
六
八
年
五
月

㈹
『
市
民
社
会
理
論
の
原
型
ー
ジ
冒
ン
・
回
ソ
ク
論
考
1
』

　
御
茶
の
水
書
房
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
九
年
七
月

ω
『
現
代
の
自
由
－
思
想
史
的
考
察
1
』
　
御
茶
の
水
書
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
三
年
九
月

ω
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
法
学
』
　
御
茶
の
水
書
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
八
年
四
月

　
　
　
一
一
共
著
・
編
著
・
翻
訳
蓄

ω
J
・
s
：
ミ
ル
「
ベ
ン
タ
ム
論
」
　
ス
ピ
ー
ゲ
ル
編
『
古
典
学
派
－
経

　
済
思
想
発
展
史
2
』
　
東
洋
経
済
新
報
社
所
収
　
　
　
一
九
五
四
年

ω
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
現
代
』
（
高
島
善
哉
・
水
田
洋
ほ
か
共
著
）

　
同
文
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
七
年
六
月

㈹
ロ
ッ
ク
『
利
子
・
貨
幣
諭
』
（
竹
本
洋
共
訳
）
　
東
京
大
学
出
版
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年
二
月

ω
『
ジ
百
ン
・
回
ヅ
ク
研
究
』
（
平
野
歌
共
編
）
　
御
茶
の
水
書
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
○
年
一
〇
月

㈲
『
ス
コ
ヅ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
研
究
ー
ス
ミ
ス
経
済
学
の
視
界

　
1
』
（
編
著
）
　
北
樹
出
版
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
八
年
六
月

　
　
　
三
　
論
文

ω
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
限
界
生
産
力
説
論
争

　
『
経
済
と
貿
易
』
（
横
浜
市
立
犬
挙
経
済
研
究
所
）
第
四
六
／
四
七
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
〇
年
二
月

ω
科
学
の
反
対
革
命
－
ハ
イ
エ
ク
に
よ
る
サ
ン
・
シ
モ
ニ
ァ
ン
恩
想
の
系

　
譜
的
研
究
－
同
上
　
第
五
三
号
　
　
　
　
　
　
一
九
五
一
年
一
〇
月

㈹
戦
後
横
浜
の
文
化
的
貧
困
性
　
同
上
　
第
五
八
■
五
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
三
年
五
月

ω
』
o
器
呂
＞
・
ω
o
ブ
…
自
潟
註
・
　
『
原
典
近
代
経
済
学
』
（
伊
坂
市
助
・

　
越
村
信
三
郎
・
山
田
長
夫
・
佐
藤
豊
三
郎
共
編
）
　
同
文
館
所
収

＾
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一
九
五
五
年
六
月

旧
ジ
目
ン
・
口
一
、
ク
の
自
然
法
思
想
に
つ
い
て
　
『
横
浜
市
立
大
学
紀
要
』

　
シ
リ
ー
ズ
B
l
二
一
・
通
巻
六
七
号
　
　
　
　
　
一
九
五
七
年
三
月

㈹
ホ
ヅ
プ
ズ
自
然
法
恩
想
の
近
代
性
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
－
と
く
に
ウ
ォ
リ

　
ン
ダ
ー
氏
の
所
論
を
中
心
と
し
て
1
『
横
浜
市
立
犬
学
論
叢
』
社
会
科

　
学
系
列
　
第
一
〇
巻
三
／
四
号
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
九
年
五
月

m
財
産
の
自
由
と
市
民
革
命
思
想
ー
マ
ク
フ
ァ
ー
ス
ン
な
ら
ぴ
に
コ
ヅ
ク

　
ス
の
所
論
を
中
心
と
し
た
序
説
－
『
横
浜
市
立
大
学
論
叢
』
社
会
科
学

　
系
列
　
第
一
六
巻
第
二
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
五
年
三
月

㈹
ジ
目
ン
・
ロ
ッ
ク
の
財
産
論
　
『
横
浜
市
立
大
学
紀
要
』
シ
リ
ー
ズ
B

1
ニ
ハ
・
通
巻
一
五
五
号
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
六
年
三
月

側
社
会
思
想
史
に
お
け
る
歴
史
と
哲
学
　
『
未
来
』
第
二
五
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
八
年
一
〇
月

ω
ロ
ソ
ク
に
お
け
る
伝
統
と
近
代
－
低
抗
権
説
と
市
民
社
会
の
形
成
原
理

1
『
横
浜
市
立
犬
学
論
叢
』
社
会
科
単
系
列
　
第
二
一
巻
第
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
〇
年
三
月

ω
ジ
ョ
ン
・
ロ
ヅ
ク
研
究
文
献
目
録
　
『
横
浜
市
立
大
学
論
叢
』
社
会
科

　
学
系
列
　
第
二
二
巻
第
三
／
四
号
　
　
　
　
　
　
一
九
七
一
年
三
月

⑫
ジ
目
ン
・
ロ
ヅ
ク
研
究
の
動
向
　
『
季
刊
　
社
会
思
想
』
第
一
巻
第
二

　
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
一
年
八
月

σ
副
ロ
ソ
ク
に
お
け
る
「
歴
史
的
」
方
法
の
問
題
　
『
思
想
』
第
五
七
八
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
二
年
八
月

α
切
近
代
自
然
法
と
市
民
社
会
の
歴
史
理
諭
　
『
横
浜
市
立
大
学
論
叢
』
社

　
会
科
学
系
列
第
二
四
巻
第
一
号
　
　
　
　
　
一
九
七
二
年
二
一
月

⑮
回
ヅ
ク
に
お
け
る
市
民
社
会
の
問
題
　
同
上
　
第
二
四
巻
第
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
七
三
年
一
月

肛
固
ロ
ヅ
ク
の
評
判
法
と
ス
ミ
ス
の
道
徳
感
情
論
　
『
思
想
』
第
五
八
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
三
年
七
月

㎝
同
感
論
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
ム
と
ス
ミ
ス
　
同
上
　
第
五
九
三
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
三
年
一
一
月

⑯
ロ
ッ
ク
の
道
徳
論
と
ス
ミ
ス
の
道
徳
感
情
論
ω
　
『
横
浜
市
立
大
学
論

叢
』
社
会
科
学
系
列
　
第
二
五
巻
第
一
■
二
号
　
一
九
七
三
年
一
一
月

u
副
ス
ミ
ス
同
感
論
に
お
け
る
社
会
的
自
己
意
識
の
論
理
　
同
上
　
第
二
五

巻
第
三
／
四
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
四
年
四
月

⑫
o
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
正
義
論
　
同
上
　
第
二
六
巻
第
一
■
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
四
年
一
一
月

⑫
D
市
民
社
会
理
論
の
形
成
ー
フ
ィ
ル
マ
ー
批
判
と
し
て
の
『
政
府
論
』
の

　
論
理
と
構
造
1
『
横
浜
市
立
大
学
論
叢
』
人
文
科
学
系
列
第
二
六
巻

第
三
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
五
年
五
月

但
纈
『
道
徳
感
情
論
』
と
『
国
富
論
』
　
『
『
国
富
論
』
の
成
立
』
（
経
済
学
史

　
学
会
編
）
岩
波
書
店
所
収
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
六
年
八
月

囎
『
遺
徳
感
情
諭
』
の
恩
想
と
経
済
挙
　
『
季
刊
　
科
学
と
思
想
』
第
二

　
二
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
六
年
一
〇
月

o
o
回
ソ
ク
経
済
論
の
生
成
と
展
開
　
『
横
浜
市
立
犬
学
論
叢
』
社
会
科
学

　
系
列
　
第
二
九
巻
第
二
■
三
号
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年
三
月

鰯
回
ヅ
ク
に
お
け
る
市
民
社
会
の
歴
史
理
論
　
同
上
　
第
三
〇
巻
第
二
■

　
三
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
九
年
四
月

口
国
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
市
民
社
会
思
想
の
成
立
　
『
社
会
思
想
史
』
（
平
田

813
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満
明
編
著
）
　
青
林
書
院
新
社
所
収
　
　
　
　
　
一
九
七
九
年
七
月

僅
司
自
然
法
思
想
　
『
第
二
版
経
済
学
犬
辞
典
』
皿
　
東
洋
経
済
新
報
社
所

　
収
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
O
年
九
月

㈱
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
市
民
社
会
理
論
の
形
成
　
上
掲
二
－
ω
所
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
○
年
一
〇
月

0
9
ジ
ョ
ン
・
回
ヅ
ク
研
究
文
献
目
録
（
一
九
五
〇
1
一
九
七
九
）

　
宮
下
輝
雄
と
の
共
繍
　
上
掲
二
1
ω
所
収
　
　
　
一
九
八
O
年
一
〇
月

垣
①
社
会
・
経
済
思
想
史
　
第
一
章
　
社
会
恩
想
史
　
日
本
経
済
学
会
連
合

　
編
『
経
済
学
の
動
向
』
〔
続
編
〕
第
二
集
　
東
洋
経
済
新
報
祉
所
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
二
年
三
月

帥
市
民
社
会
観
　
『
社
会
思
想
事
典
』
（
田
村
秀
夫
・
田
中
浩
編
）

　
中
央
大
学
出
版
部
所
収
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
二
年
一
〇
月

翻
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
『
法
学
講
義
』
研
究
序
説
－
ハ
チ
ス
ン
『
道
徳
哲
学

　
体
系
』
と
の
対
比
的
考
察
－
　
『
横
浜
市
立
大
学
紀
要
』
社
会
科
学
編

　
新
シ
リ
ー
ズ
第
一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
三
年
三
月

㈱
市
氏
社
会
理
諭
の
現
代
的
意
義
－
私
的
所
有
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
1

　
『
横
浜
市
立
大
学
論
叢
』
社
会
科
学
系
列
第
三
五
巻
第
二
／
三
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
四
年
三
月

倒
同
感
法
学
の
破
綻
同
上
第
…
ハ
巻
一
号
　
　
一
九
八
五
年
一
月

闘
太
閏
可
夫
『
ロ
ッ
ク
道
徳
哲
学
の
形
成
』
編
者
「
解
説
」

　
新
評
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
五
年
三
月

㈱
霊
ま
彗
o
ξ
昌
目
呂
昌
胃
o
罫
の
書
誌
的
考
察
『
一
橋
大
学
社
会

　
科
学
古
典
資
料
セ
ン
タ
ー
年
報
』
5
　
　
　
　
　
一
九
八
五
年
三
月

帥
治
政
論
の
出
自
と
分
業
論
の
成
立
－
経
済
学
の
生
誕
と
『
法
挙
講
義
』
そ

　
の
一
－
一
橋
大
学
研
究
年
報
『
社
会
学
研
究
』
2
3
一
九
八
五
年
四
月

蛯
劃
『
法
学
講
義
』
の
編
別
構
成
逆
転
の
理
由
　
『
一
橋
大
挙
社
会
科
学
古

　
典
資
料
セ
ン
タ
ー
年
報
』
6
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
六
年
三
月

闘
『
法
学
講
義
』
治
政
論
の
主
題
と
構
造
－
経
済
挙
の
生
誕
と
『
法
挙
講

　
義
』
そ
の
二
－
一
橋
大
学
『
社
会
学
研
究
』
肌
　
一
九
八
六
年
四
月

㈹
ケ
イ
ム
ズ
研
究
事
始
　
『
一
橋
大
学
社
会
科
学
古
典
資
料
セ
ン
タ
ー
年

　
報
』
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
七
年
三
月

㈹
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
思
想
課
魑
　
一
橋
大
学
社
会
科
学
古
典
賞
料

　
セ
ン
タ
ー
『
ス
タ
デ
ィ
・
シ
リ
ー
ズ
』
1
6
　
　
　
一
九
八
七
年
八
月

幽
「
立
法
者
の
科
学
」
論
と
「
歴
史
的
」
方
法
の
問
題
　
『
商
経
論
叢
』

　
（
神
奈
川
大
挙
）
第
二
三
巻
一
号
　
　
　
　
　
　
一
九
八
七
年
一
〇
月

幽
ケ
イ
ム
ズ
と
ス
ミ
ス
　
『
神
奈
川
法
学
』
第
二
二
巻
三
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
七
年
二
一
月

幽
ジ
目
ン
・
ロ
ヅ
ク
ー
啓
蒙
の
社
会
科
挙
の
哲
学
者
1
『
神
奈
川
大
学
評

　
論
』
第
三
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
八
年
二
月

鯛
ス
コ
ヅ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
と
近
代
賞
然
法
学
　
上
掲
二
－
例
所
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
八
年
六
月

　
　
　
四
　
書
評

ω
水
田
洋
著
『
近
代
人
の
形
成
』
　
『
横
浜
大
学
諭
叢
』
第
六
巻
第
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
四
年
二
一
月

ω
福
田
歓
一
著
『
近
代
政
治
原
理
成
立
史
序
説
』
『
週
刊
読
書
人
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
二
年
二
月

㈹
船
越
経
三
著
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
世
界
』
　
『
季
刊
　
社
会
思
想
』
第

319



一橋論叢 第100巻 第2号（126）

　
三
巻
第
一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
三
年
四
月

ω
水
田
洋
著
『
近
代
思
想
の
展
開
』
　
『
日
本
読
書
新
聞
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
六
年
一
一
月

㈲
福
田
歓
一
著
『
近
代
民
主
主
義
と
そ
の
展
望
』
　
『
週
刊
読
書
人
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
七
年
八
月

㈹
C
・
B
・
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
著
『
自
由
民
主
主
義
は
生
き
残
れ
る
か
』

　
『
週
刊
読
書
人
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年
一
一
月

m
C
・
B
・
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
著
『
所
有
的
個
人
主
義
の
政
治
理
論
』

　
『
週
刊
読
書
人
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
○
年
八
月

㈹
西
尾
敬
義
著
『
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
民
主
主
義
理
論
』
　
『
週
刊
読
書

　
人
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
三
年
三
月

似
老
－
老
8
｝
言
；
■
O
鼻
o
彗
q
＞
o
司
§
ユ
彗
O
岩
旨
＝
蜆
ヨ
　
『
経
済

　
挙
史
学
会
年
報
』
2
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
五
年
一
一
月

ω
使
用
価
値
の
与
件
化
状
況
を
覆
す
1
渡
植
彦
太
郎
「
人
閲
選
書
」
三
部

　
作
に
つ
い
て
ー
『
出
版
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
二
九
六
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
六
年
三
月

　
　
五
　
そ
の
他

ω
『
甲
子
の
詩
』
　
甲
子
の
詩
刊
行
会
　
　
　
　
　
一
九
八
四
年
二
一
月

　
ほ
か
省
略
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